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第３６回 学長選考会議 議事要旨

１ 日 時：平成２４年４月２６日（木）１３：３０～１４：２５

２ 場 所：事務局４階第３会議室

３ 議 事

（前回議事要旨確認）

第３５回学長選考会議（H24.3.15開催）

議題１．国立大学法人鹿児島大学学長選考規則の一部改正について（資料１）（継続審議）

議題２．国立大学法人鹿児島大学学長選考会議に関する申合せの一部改正について

(資料２)（継続審議）

議題３．国立大学法人鹿児島大学学長選考細則の制定について（資料３）（継続審議）

議題４．学長選考スケジュールについて（資料４）（継続審議）

議題５．教育研究評議会及び経営協議会への学長候補適任者推薦依頼について（資料５）

（継続審議）

議題６．学長候補者の選考の日程等に関する公示について（資料６）（継続審議）

その他

[出席委員］ １０名

（学外有識者）石窪、中村、福田、萬田（議長）

（学内委員） 武隈、宮嶋、榮鶴、冨永、菅沼、野呂

[欠席委員] ４名

（学外有識者）永田、林、山田

（学内委員） 平井

[オブザーバー]

坂東監事

[事務局］

（課長）山崎 （課長代理）中村 （その他）山下、平野、桑畑、川窪

初めに議長から、本年度最初の開催にあたり、新委員の平井法文学部長（当日欠席）、冨永

農学部長及び役職に変更のあった野呂委員について紹介があった。

議長から、出席委員の確認について、本日の出席委員は学外委員４名、学内委員６名の計１

０名であり、議事成立要件を満たしていることの確認が行われた後、総務課長から、配付資料

の確認が行われた。

引き続き、3月15日開催の第35回（定例）学長選考会議議事要旨案の確認が行われ、出席委

員の部分について一部削除修正のうえ、了承された。
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議題１．国立大学法人鹿児島大学学長選考規則の一部改正について（資料１）（継続審議）

議長から、継続審議となっていた国立大学法人鹿児島大学学長選考規則の一部改正につい

て諮られ、総務課長から、資料１の学長選考手続きの概略図について、前回提示のものから

体裁を整えた以外は基本的に変更は無いこと、学長選考会議は経営協議会、教育研究評議会

に対し、学長候補適任者５人以内の推薦を依頼し、学内意向調査を経て協議、投票により、

学長候補者を選考することとし、協議による選考は、全員の合意を必要としていることの確

認があった。

なお、概略図の経営協議会及び教育研究評議会における手続き方法等については検討中で

ある旨説明があった。

引き続き、資料１の通し番号５頁以降の国立大学法人鹿児島大学学長選考規則の一部改正

について、前回までの意見を踏まえて第４条の３第１項中、「学内意向調査を経て」を「学

内意向調査を経た」に修正したこと、第５条については、条文のつながりの関係で、各項を

若干整理した旨資料に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり了承された。

議題２．国立大学法人鹿児島大学学長選考会議に関する申合せの一部改正について

(資料２)（継続審議）

議長から、継続審議となっていた国立大学法人鹿児島大学学長選考会議に関する申合せの

一部改正について諮られ、総務課長から、本選考会議委員のメンバーに、当面、学長・理事

は置かないこととしたことを明文化し、また、申合せの「ハ」は必要ないことから削除する

ものであり、併せて文言の修正を行うものである旨資料に基づき説明があり、審議の結果、

原案どおり了承された。

議題３．国立大学法人鹿児島大学学長選考細則の制定について（資料３）（継続審議）

議長から、継続審議となっていた国立大学法人鹿児島大学学長選考細則の制定について諮

られ、総務課長から、本細則は学長選考会議での学内意向調査の具体的実施等について定め

るものであり、前回での意見等を踏まえ、大要次のとおり修正した旨資料に基づき説明があ

った。

・第３条と第４条の順を入れ替え、第３条を「学内意向調査」の条項、第４条を「学内意

向調査委員会」の条項にした。

・前回、第３条第１項中の「次の各項による」を「次の各号による」に改めた方がよいので

はという意見が出されたが、全体を事務的に再検討し、学内意向調査は、投票資格者によ

る単記無記名投票により行うことを、まず第１項に規定し、第２項以下で具体の投票、資

格者等について各項を整理の上規定した。

また、従前の第８項の期日前投票の条項は、期日前投票を規定する第１１条の１項に移し

た。

・第４条第１３項について、第１７条の規定と重複するため削除した。

・第５条第１項について、農水学系ユニットに共同獣医学部教員を追加した。

・第８条第１号について、農学部の次に共同獣医学部を追加した。

・別記様式について、投票用紙等に押す印を「国立大学法人鹿児島大学学長選考会議印」に

改めた。

・その他、全体として若干の文言整理・修正を行った。

以上の説明の後、種々意見交換があり、審議の結果、原案の第４条第３号中、「第５条に

定めるユニット」の後に「（役員・事務系ユニットを除く。）」を追加することで了承され

た。
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議題４．学長選考スケジュールについて（資料４）（継続審議）

議長から、継続審議となっていた学長選考スケジュールについて諮られ、総務課長から、

経営協議会における推薦者の選考の関係で前回提示した日程を変更し、推薦締切日を１０月

５日とすることとし、それ以降の期日を１０日程度後ろに延ばしたこと、それに伴い１０月

１０日、１１月１日及び１１月２０日（資料の１１月１４日を２０日に訂正）に学長選考会

議を開催することになる旨資料に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり了承された。

議題５．教育研究評議会及び経営協議会への学長候補適任者推薦依頼について（資料５）

（継続審議）

議長から、継続審議となっていた教育研究評議会及び経営協議会への学長候補適任者推薦

依頼文について諮られ、総務課長から、学長選考規則第４条により、経営協議会及び教育研

究評議会に対する、学長候補適任者５人以内の推薦を依頼する文案であり、本日の議題４の

スケジュールに合わせ、前回提示資料より推薦期限を１０月５日（金）に改めた旨資料に基

づき説明があり、審議の結果、原案どおり了承された。

議題６．学長候補者の選考の日程等に関する公示について（資料６）（継続審議）

議長から、継続審議となっていた学長候補者の選考の日程等に関する公示について諮られ、

総務課長から、学長選考規則第３条第３項により、学長選考日程を公示する文案であり、当

該公示案は、「学長候補者の選考の日程等に関する公示」、「学長候補者選考のプロセス」及

び「学長選考会議委員名簿」から構成されていることの説明があった。

なお、通し番号２１頁の学長候補者の選考の日程等に関する公示の８．学長選考会議が行

う学長候補者の決定は、本日の議題４のスケジュール変更に伴い「平成２４年１１月１４日

（水）」から「平成２４年１１月２０日（火）」に訂正する旨説明があった後、それ以外に前回

提示資料から大要次のとおり修正した旨資料に基づき説明があった。

・平成２４年４月以降の学長選考会議委員が確定したので掲載した。

・前回は、「学内意向調査の結果を参考に最終の学長候補者３人を選考」としていたが、３

人未満の場合も想定されることから、「３人以下の場合は、そのすべてを最終候補適任者

とする。」に修正した。

以上の説明の後、種々意見交換があり、以下について追加修正が行われ了承された。

・通し番号２１頁の学長候補者の選考の日程等に関する公示の２．教育研究評議会及び経営

協議会に対して学長候補適任者５人以内・・の５人以内の前に「各」を追加する。

・資料６の中で「教育研究評議会及び経営協議会」とあるものは、国立大学法人法上の並び

に合わせて、全て「経営協議会及び教育研究評議会」に改める。

議長から、本日、関係規則、スケジュール、推薦依頼文書、公示文が承認されたことから、

基本的にはこのスケジュールに沿って選考過程を進めることの確認があり、事務局から、当初

の予定では本日会議終了後に選考日程を公示することとしていたが、前回までのスケジュール

から変更があったことや規則及び公示文等も修正・変更等があったことから、公示前に本日欠

席の委員へも今後の学長選考会議開催予定日等について提示し出欠予定の確認等を行った上で、

本日了承された学長候補者の選考日程を公示し、経営協議会、教育研究評議会に対し学長候補

適任者の推薦を依頼することの提案があり、必ずしも本日中に公示しなければならない必要性

はないことから、欠席委員へ今後の学長選考会議開催予定日について提示し出欠予定の確認等

を行った上で公示等を行うことで了承された。
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最後に議長から、今後のスケジュールのとおり、本選考会議は重要な会議となることから、

予定どおりのスケジュールで学長選考が進められるように今後の会議開催への出席の協力依頼

があった。

その他

なし

次回の学長選考会議は、６月１５日（金）経営協議会終了後の開催となった。


